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からっ風通信 
群馬県大学図書館協議会会報 

当館では、「学ぶ図書館 楽しむ図書館」をコンセプトとし、学生に図書館に関心をもってもらうための

様々な企画展示や、催しを行っています。恒例の企画展示として「しかけ絵本展」、「新聞で振り返る 東日本

大震災」等を実施しています。また、募集企画「読書推進コンクール」も、毎年実施しています。今年度は、児

童文化の発表会「本の森につどうとき」が館内で2回開催されました。また、学園祭でのヘルマンハープ部の演

奏会も毎年恒例となっています。限られたスペースを有効活用して、来るだけで何かしら受け取るものがあるよ

うな、足を運びたくなるような図書館を目指して、日々、試行錯誤を続けています。 
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令和2年3月1日 

大学図書館研究会・群馬県図書館協会専門研修 
（群馬県大学図書館協議会・群馬県図書館協会 共催） 

【参加者の意見等】 

研究会報告 

【 概 要 】 

 県内大学等20機関が参加し、学内の研究成果等を無料公開する「群馬県地域共同リポジトリ

AKAGI」が2021年度末をもってサービスを終了することになり、今後は機関ごとにリポジトリを構

築する必要があります。2020年10月から提供される新たなリポジトリシステム「新JAIRO Cloud」

への移行を見据え、オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）から安達修介氏、下城陽介氏

の2名を講師にお招きし、リポジトリを取り巻く最新動向の紹介と、現行JAIRO Cloudへの移行作業

デモを行うワークショップを実施しました。移行作業デモでは、具体的な移行手順の説明や実際の作

業に使用するエクセルデータを表示しながら実演が行われ、参加者は、質問を交えて少しずつ理解を

深めながらリポジトリ移行のイメージを掴んでいきました。 

 なお、本研究会は第17回群馬県図書館大会第2分科会として開催されました。 

○令和元年度第１回 

日 時：令和2年1月30日（木）13時30分～16時00分 

場  所：群馬県立図書館 3階研修室 

参加者：32名（大学図書館16名、公立図書館15名、一般1名） 

講 演：「オープンサイエンス、次期JAIRO Cloudの状況について」 

    オープンアクセスリポジトリ推進協会人材育成作業部会・横浜国立大学 安達修介氏 

ワークショップ：「JAIRO Cloud移行作業デモ」 

    オープンアクセスリポジトリ推進協会人材育成作業部会・上越教育大学 下城陽介氏 

からっかぜ通信43号（2） 

等の意見が寄せられ、有意義な研修となりました。 

● 現在課題となっているテーマであり、とても役に立ちそう。 

● 今後移行をどのように進めるか悩んでいたので、こういう機会はありがたかった。 

● マニュアルを読むだけではつかめないイメージをつかむことができて助かった。なんとかできそ

うな気がしてきた。 

● 具体的な話が聞けてとても参考になった。 

● 分かりやすく説明していただき、不安が少し軽くなった。 

会場・群馬県立図書館  講師の安達氏と下城氏 会場の様子 



令和2年3月1日 

研究会資料（１）  
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オープンサイエンス、次期JAIRO Cloudの状況について  安達修介氏 



令和2年3月1日 

研究会資料（２）  
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令和2年3月1日 

研究会資料（３）  
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令和2年3月1日 

研究会資料（４）  
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DSpaceからJAIRO Cloudへの移行手順説明  下城陽介氏 



令和2年3月1日 

研究会資料（５）  
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研究会資料（６）  

からっかぜ通信43号（8） 



令和2年3月1日 

研究会資料（７）  
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学園祭＠育英大学・育英短期大学図書館 

今年度の学園祭（桔梗祭） では、毎年恒例の企画展示「し

かけ絵本展」と「新聞で振り返る 東日本大震災」と、ヘルマン

ハープ部による演奏会を実施しました。「新聞で振り返る 東日

本大震災」では、今回初めて、来場者の方を対象に、震災当

時の体験や防災対策についてのアンケートを行い、市民の皆

さんの災害や防災への関心の高さを知ることが出来ました。ヘ

ルマンハープ部の演奏会は、用意した座席がほぼ満席になる

盛況ぶりでした。  

トピックス 

2019年10月19日、群馬大学理工学部の学園祭「群桐祭」開催に合わせて、ブックリユース市を開催しました。

学内の教職員に不要な私物図書の提供を依頼し、一般市民に無償提供するイベントで、今年で4年目となりま

す。今年も開始時間前に10人以上が並ぶ人気ぶりで、開始と同時に多くの市民が熱心に本を選んでいました。 

群桐祭では、ブックリユース市だけでなく、小さいお子さん連れの家族が休憩できるキッズスペース、授乳室も

設けています。今後も、学園祭では、普段は来館されない一般市民の皆様に当館に親しみを持っていただけるよ

うな企画を実施したいと思います。  

ブックリユース市 キッズスペース 

学園祭＠群馬大学総合情報メディアセンター理工学図書館 トピックス 

しかけ絵本展 新聞で振り返る東日本大震災 

ヘルマンハープ部 
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共愛学園前橋国際大学図書館 

本学の図書館ボランティアは、「図書館を元気にしたい」という学生からの思いで発足しました。今年で7年目

になります。この図書館ボランティアの活動については、図書館としては学生の自発的な活動を大切にしたい

と思っており、細かい指示を出すようなことは控えております。実際、所属する学生によって活発な年もあれば

大人しい年もありますが、学生達が自分達で考えて「こういうことがしたい」と提案してくる活動をできる限り支援

するというスタンスをとっています。 

2019年度の図書館ボランティアの学生は、初の試みとなる共愛小学校アフタースクールでの読み聞かせと

いう企画を立てました。夏休みの期間を利用し、学生自らが小学校への連絡から当日の運営まで色々と考え、

動いて実現させていきました。初めてのことで、色々と課題が見えたようですが、児童の皆さんやアフタース

クールのスタッフの方々に「また来てね」というお声をいただき、本人達には大きな学びとなったようで、今年の3

月にまた読み聞かせを行う企画を立てているようです。 

この3月には、今まで活動していた学生達が卒業していき、新年度からはメンバーが3名のみという少し寂し

いスタートとなりますが、これからどんなメンバーが加わり、どのような活動をしていってくれるのかを楽しみに見

守っていきたいと考えております。 

図書館ボランティアの活動について  

編集後記  
 

 新型コロナウイルスが拡大している影響で、3月に予定していた研究会が残念ながら中止となりました。県内大学図書館でも

イベントを中止したり、臨時閉館するところも出てきました。また受験生は、混乱の中で入試を迎え、卒業式や入学式が簡略化

され、せっかくの春休みも出かけられずに不安な日々を過ごしていると思います。一日も早く事態が収束し、楽しい新生活が送

れることを願わずにはいられません。期待に目をキラキラさせた新入生をお迎えできる日を、いち大学職員として楽しみにして

います。 

トピックス 


